
■ 


series 


区 owe red Mo nito 且 Speaker 


HS80IV1/HS50IV1 


Powered Subwoofer 


HSIOW 




Powered Near-field Reference Monitors & Subwoofer 


OWNER'S MANUAL 


BEDIENUNGSANLEITUNG 


MODE D'EMPLOI 


MANUAL DE INSTRUCCIONES 


使用说明书 


取扱説明書 



DE 

FR 


爆 YAMAHA 















CAUTION 


RISK OF ELECTRIC SHOCK 
DO NOT OPEN 



CAUTION: TO REDUCE THE RISK OF 
ELECTRIC SHOCK, DO NOT REMOVE 
COVER (OR BACK). NO USER-SERVICEABLE 
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO 
QUALIFIED SERVICE PERSONNEL. 


Explanation of Graphical Symbols 




The lightning flash with arrowhead symbol 
within an equilateral triangle is intended to alert 
the user to the presence of uninsulated 
"dangerous voltage’’ within the product’s 
enclosure that may be of sufficient magnitude to 
constitute a risk of electric shock to persons. 

The exclamation point within an equilateral 
triangle is intended to alert the user to the 
presence of important operating and 
maintenance (servicing) instructions in the 
literature accompanying the product. 


The above warning is located on the rear of the unit. 


IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS 


1 Read these instructions. 

2 Keep these instructions. 

3 Heed all warnings. 

4 Follow all instructions. 

5 Do not use this apparatus near water. 

6 Clean only with dry cloth. 

7 Do not block any ventilation openings. Install in 
accordance with the manufacturer’s instructions. 

8 Do not install near any heat sources such as radiators, 
heat registers, stoves, or other apparatus (including 
amplifiers) that produce heat. 

9 Do not defeat the safety purpose of the polarized or 
grounding-type plug. A polarized plug has two blades 
with one wider than the other. A grounding type plug 
has two blades and a third grounding prong.The wide 
blade or the third prong are provided for your safety. If 
the provided plug does not fit into your outlet, consult 
an electrician for replacement of the obsolete outlet. 

10 Protect the power cord from being walked on or pinched 
particularly at plugs, convenience receptacles, and the 
point where they exit from the apparatus. 


11 Only use attachments/accessories specified by the 
manufacturer. 

12 Use only with the cart, stand, 
tripod, bracket, or table specified 
by the manufacturer, or sold with 
the apparatus. When a cart is 
used, use caution when moving 
the cart/apparatus combination 
to avoid injury from tip-over. 

13 Unplug this apparatus during 
lightning storms or when unused for long periods of 
time. 

14 Refer all servicing to qualified service personnel. 
Servicing is required when the apparatus has been 
damaged in any way, such as power-supply cord or plug 
is damaged, liquid has been spilled or objects have 
fallen into the apparatus, the apparatus has been 
exposed to rain or moisture, does not operate normally, 
or has been dropped. 



WARNING 

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS APPARATUS TO RAIN OR MOISTURE. 


(98-6500) 


IMPORTANT 

Please record the serial number of this unit in the space below. 
Model: 

Serial No.: 

The serial number is located on the bottom or rear of the unit. 
Retain this Owner's Manual in a safe place for future reference, 


IMPORTANT NOTICE FOR THE UNITED KINGDOM 
Connecting the Plug and Cord 

WARNING: THIS APPARATUS MUST BE EARTHED 
IMPORTANT The wires in this mains lead are coloured in 
accordance with the following code: 

GREEN-AND-YELLOW : EARTH 
BLUE : NEUTRAL 

BROWN : LIVE 

As the colours of the wires in the mains lead of this apparatus may 
not correspond with the coloured markings identifying the 
terminals in your plug proceed as follows: 

The wire which is coloured GREEN-and-YELLOW must be 
connected to the terminal in the plug which is marked by the letter 
E or by the safety earth symbol Q or colored GREEN or GREEN- 
and-YELLOW. 

The wire which is coloured BLUE must be connected to the 
terminal which is marked with the letter N or coloured BLACK. 
The wire which is coloured BROWN must be connected to the 
terminal which is marked with the letter L or coloured RED. 


•This applies only to products distributed by Yamaha-Kemble Music (UK.) Ltd.(3 
wires) 


















Thank you for choosing a YAMAHA powered monitor speaker or powered subwoofer. 

In order to take maximum advantage of the speaker’s features and ensure maximum performance and longevity, 
please read this manual carefully before using powered monitor speaker or powered subwoofer. 

Keep the manual in a safe place for future reference. 


Vielen Dank class Sie sich fur einen aktiven Monitorlautsprecher Oder Subwoofer von YAMAHA entschieden haben. 

Urn die Eigenschaften des Lautsprechers optimal zu nutzen und fur hochste Leistung und Lebensdauer lesen Sie diese Anieitung 
bitte genau durch, bevor Sie den aktiven Monitorlautsprecher Oder Subwoofer verwenden. 

Bitte bewahren Sie diese Bedienungsanleitung zum spateren Nachschlagen an einem sicheren Ort auf. 


Nous vous remercions d’avoir choisi un haut-parleur de controle ou un caisson de basses amplifie YAMAHA. 

Pour obtenir les performances optimales de vos haut-parleurs et garantir une longevite maximale, lisez attentivement ce mode 
d’emploi avant d’u 川 iser le haut-parleur de controle ou le caisson de basses amplifie. 

Conservez-le en lieu s 白 r pour pouvoir vous y referer ulterieurement. 


Gracias por elegir los monitores o el subwoofer autoamplificados de Yamaha. 

A fin de aprovechar al maximo las caracteristicas de los altavoces y obtener un rendimiento y durabilidad optimos, 
lea atentamente este manual antes de utilizar el sistema. 

Guard© este manual en un lugar seguro para futuras consultas. 


感谢您选择了 YAMAHA 有源监听音箱或有源超低音音箱。 

为了最大限度地利用音箱的巧能，确保最佳的性能和最长的イま巧寿命，请をイま用有源监听音箱或有源超低音音箱前か真阅读本说明书。 

请将本说明书存放在安全的地方，レソ便将来随时参阅。 


このたびは、ヤマ八製品をお買い求めいただをまして、まことにありがとラございます。 

製品の優れた性能を十分に生かして、末永くご藝用いただくために、この取扱説明書をご使用の前に必ずお読みください。 

お読みになったあとは保罰書ととちに保管してください。 
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安を上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの r を全上のごま意 J をよくお読みください。 


ここに示した ミ 主意事頂は、製品をま全に正しくご使用いたださ、お客様や他の方々へのを害や財産への損害を未然に防止ずるためのも 
のでず。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちがいつでを見られる所に必ず保管してください。 

M 言己号表牙^に〇し、て 

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。 


A 

「ご注意ください」とし巧を意喚超を示します。 

Q 00( f ) 

〜しないでくださいという「禁止」を示します。 

〇を 

「必ず実巧」してくださいとし巧強制を示します。 


■ r 警告 J と r 注意 J について 


下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損書の大きさと切迫の程度を明おするために、「警告」 
と「ミち意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死亡す 
る可能性または重傷を負 
ラ可能性び想定される」 
内容です。 


この表示の欄は、「傷害を 
A ミ^胃負ラ可能性または物的損 
lIS ♦胃副铺生する可能性び想 
定される」内容です。 



A 警告 



[電源‘/電源‘コード 


かにを意 




〇 電源は必ず交流 10 0V を使用ずる。 

エアコンの電源など交流20日 V のちのびあります。 
誤って接続すると、感電や火災のおそれびあります。 


〇 電源コードは、必ず付属のらのを使用ずる。 

故障、発熱、火がなどの原因にな0ます。 

0 ず実巧 


Q 電源コードをストーブなどの熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、 
傷つけたりしない。また、電源コードに重いちのをのせない。 

電源コードび破損し、感電や火がの原因になります。 


接続 


〇 

0ず実巧 


アース（接地）を確実に行なラ。 

電源コー问こは、感電を防ぐためのアース線びあります。電源プラグ 
をコンセントに差し込む前に、必ずアース線をアース接続してくださ 
い。確実にアース接続しないと、感電の原因になります。また、アース 
線をかす場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いたあとで行 


なつてください。 


‘分解禁止 


窝止 


この機器の内部を 開 けたり、内部の部 
品を分解したり改造したりしない。 

感電や火が、けび、または故障の原因 
になります。異南を感じた場合など、 
点検や修理は、必ずお買い上げの販売 


店または巻末のヤマ八電気音響製品 
サービス拠点にご依頼ください。 




禁止 


この機器の上に巧瓶や薬品など液体の入ったらのを置かない。また、 
ミ 谷室や雨天時の屋外など湿気のをいところで使用しない。 

感電や火が、または故障の原因にな0ます。 


(D 

窝止 


濡れた手で電源プラグを抜を差ししない。 

感電のおそれびあります。 


、異常に気ヴいた5 


C 電源コードやプラグがいたんだ場合、または使用中に音が出なくなつ 
たり異常なにおいや煙が出たりした場合は、ずぐに電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントか曰巧く。 

wgsa 感電や火が、または故障のおそれびあります。至急、お買い上げの販売 
店または巻末のヤマ A 電気音響製品サービス拠点に点検をご依頼く 
ださい。 


を 

化ず案巧 


この機器を落とずなどして破損した場合は、ずぐに電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントか曰巧く。 

感電や火が、または故障のおそれびあります。至急、お買い上げの販売 
店または巻末のヤマ从電気音響製品サービス拠点に点検をご依頼く 
ださい。 
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A ミ主意 



[電源‘/電源コード 


■接続 


C 長期間使用しないときや落雷のおそれがあるときは、必ずコンセント 
か 5 電源プラグを巧く。 

_感電や火が、故障の原因になることびあります。 


〇 他の機器と接続ずる場合は、ずべての電源を切った上で行なラ。また、 
電源を入れたり切ったりずる前に、必ず機器の音量 ( ボリューム）を最 

必ず実行 

感電、聴力障害または機器の損傷になることびあります。 


〇 電源プラグを巧くときは、電源コードを持たずに、必ず電源プラグを 
持って引を抜ぐ。 

電源コードび破損して、感電や乂がの原因になることびあります。 


01 X 耐〇 



ほ用時のを意 


〇 

0ず実巧 


スピーカーの故障を防ぐために、電源を入れるときは、最後にこの機 
器の電源を入れる。また、電源を切るときは、最初にこの機器の電源 
を切る。 


この機器のバスレフポートやパネルのずを間に手や指を入れない。 

y お客様びけびをするおそれびあります。 

禁止 



〇 この機器を移動するとをは、必ず 電源 コードなどの接続ケーブルをす 
ベて外した上で巧なラ。 

コードをいためたり、お客様や他の方々び転倒したりするおそれびあ 

化す巧けります。 


〇 

窝止 


この機器のパスレフポートやパネルのずを間か 5 金属や紙片などの 
異物を入れない。 

感電、ショート、火がや故障の原因になることびあります。入った場ち 
は、ずぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか5撮いた 
上で、お買い上げの販売店または巻末のヤマ八電気音響製品ヴービス 


拠点に点検をご依頼ください。 


〇 この機器を電源コンセントの近くに設置ずる。 

電源フラグに容易に手の届く位置に設置し、異常を感じた場合にはす 
ぐに電源スイッチを切り、電源フラグをコンセントから拖いてくださ 
し、。 


0 大さな音量で長時間スピーカーを使用しない。 

聴覚障害の原因にな0ます。 

禁止 


Q 風通しの悪い狭いところに巧し込めたりしない。 

この機器を壁や他の機器から左ちに2日 cm 、 後ろに2日 cm 、 上に 
2日 cm 政上離してください。機器内部に熱びこもり、故障や火災の原 
因になることびあります。 


Q 直が日光のあたる場所 ( 日中の車内など)やストーブの近くなど極端 
に温度が高くなるところ、逆に温度が極端においところ、また、ほこり 
や振動のをいところで使巧しない。 

この機器のパネルび変形した0、内部の部品び故障した0する原因に 
なります。 


Q 音が重んだげ態ではこの機器を使巧しない。 

機器び発熱し、火災の原因になることびあります。 

禁止 


0 この機器の上にのったり重いものをのだ 
たりしない。また、ボタンやスイッチ、入出 
力端子などに無理な力を加えない。 

この機器び破損した0、お客様や他のちク 
びけびをしたりずる原因になります。 



Q 不を定な場所に置かない。 

この機器び転倒して故障した0、お客様や他のちぐびけびをした0す 
る原因になります。 



脯 

田 


XLR タイプコネクターのピン配列は、政下のとおりです。 （ IEC 602己8規格に基づいています） 
1:グラウンド ( GND )、2: ホット（+)、3:コールド （-) 


このスピーカー （ HS 已 0 M 、 HS 8 日 M のみ）は防磁型ですび、近くのディスプレイに色ムラび生じる場合は、かし離して設置してください。 

携帯電話 か S の 影響に ついて 

この機器のすぐ近<で携帯電話を使用すると、この機器にノイスび入ることびあります。そのよラなとさは、少し離れた場所で携帯電話をご使用<ださい。 


♦ 不適切な使用や改造により故障した場合の保証はいたしかねます。 


使用後は、必ず電源スイッチを切りましよう。 

スイッチ、ボリュームコントロール、接続端モなどの消耗部品は、使巧時間により劣化しやずいため、消耗に応じて部品の交換び必要になります。消耗部品の交換は、お買い上げ 
の販売店または巻末のヤマ八電気音響製品サービス拠点にご相談ください。 


* この取の説明書に掲載されている会社ち、製品るは、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

* この取巧説明書に掲載さ： n ているイラストは、すべて操作説明のためのちのです。したびって実際の仕様と異なる場合びあります。 
* 仕様および外観は改良のため、予告な<変更することがあ0ます。 
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優れたモニター環境の構築 


他の才ーデイオ機器や音楽制作用機器と違って、スタジオモニターはセットアップのち法次第で 
最終的なサウンドび飛躍のに向上します。ここでモニター環境の基礎を学んで、ヤマ八の HS シリー 


ズの優れた能力を十分に発揮させてみましよラ。 


i リスニングとモニタリングの違い 

I 


家の I 」ビングルームで音楽を聞くリスニングと、スタ 
ジオで S キシングやレコーディングをするためのモニタ 
リングは、一般的に区別されます。優れたリスニングは、 
優れたモニタ U ングにをなりえますし、また逆ち然りで 
す。しかしほとんどの場合、純粋に音楽を楽しむための 
リスニングでは、スピーカーからの音はすべて良い音に 
聞こえびちです。優れた S ックスを制作するためのモニ 
タリングにお要な正おな音や S キシングの欠点を見過ご 
してしまいます。制作したスタジオで再生したとさは思 
いどおりの音だったのに、スタジオから出て他のオー 
ディオ機器で再生すると、音び這れてしまラよラな失敗 
は避けたいちのです。自分び S ックスした巧は、しっか 
り設計された1」スニングルームで使ラ高額のオーディオ 
機器から、台所の;令蔵庫の上にあるラジカセまでのあら 
ゆるオーディオ機器で再生されることび考えられます。 

5キシングエンジニアやプ□デューヴーと同じよラに、 
あらゆるオーディオ機器で良質なヴウンドを再現するた 
めにバランスの取れた5ックスを目指して、正確な音と 
5キシングの欠点を聴を取るモニタ U ングをしたいと思 
いませんか？ 

ヤマノ VNS 10 M はレコーディング業界で長い間スタジ 
オモニターの定番となり、今でも世界中のをくのスタジ 
才で使われています。なせ'な日 NS 10 M は、ミキシング 
やレコーディングに必要な正おな音とそ5でない音の違 
いを聴き取るためにフラットな特性と優れた解像度をエ 
ンジニアやプロデューサーに提供してくれるからです。 
HS シ U -ズも、 NS 1 0 M 譲りの良質なミックスを作るた 
めの正おさを再現し、長時間の作業でちほとんど疲れを 
感じさせないモニタリングを実現します。 


接続の準備 


HS シ U —ズのよラなノ ':ワードスタジオモニターは、 
パッシブタイプ(内蔵アンプなし）のスピーカーより音響面 
でち実用面でち便利になっています。ただし、入力信号 
はラインレベルなので、録音スタジオにある他のライン 
レベルの接続と同様にケーブルやコネクターの選択に気 
を遣ラ必要びあります。ノイズの対策やより良い音質を 
得るために高品質のケーブルとコネクター（プラグ)を 
使って、でさるだけ短い配線にしてください。 

高レべ J レの電気的ノイズやラジオのノイズに悩まされて 
いる場所でなければ、比較的短いアンノくランスの配線で 
問題ありません。をちろん、アンバランス出力しかない楽 
器など還択のを地びない場合は、でさるだけ短いアンバ 
ランスのケーブルを使ってずべて配線してシステムを構 
築する必要びあるでしょラ。たとえば、 S キサーとスタ 
ジオモニターび同じ卓上に置いてある場合は問題ありま 
せんび、 3 ml ； l 上の長いラインレベルのケーブルび必要な 
場合は、ノイズ対策のためにバランスケーブルを使った 
ちび賢明です。 

HS シ U -ズは、2つのタイプの入力端子を備えている 
ので、自分の制作環境に合ラタイプの端テを選ぶことび 
でさます。 
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input input 


C-R 

OUT 



R ST 
OUT 


HS スピーカーをヤマ八の MG シ U — 
ズなどの S キサーに直接接続する場合、 
ミキサーの C-R に ontrol Room ) 出力端 
子に接続します。巳 - R 出力端テに接続ず 
ると、5キサーのメインバスに送られる 
信号のレベルとは独立してモニターレべ 
ルを調整でをます。メインバスの信号 
は、音楽制作用のレコーダーや 
DAW ( Di 吕 ital Audio Workstation ) に 
通常送ります。 
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XLR タイプ端子（パランス） 

この XLR タイプの端子は、プ□用機器や設備機器によ 
く使われまず。 HS シ U -ズに付いている3ピンの XLR 夕 
イプの端子は、主にバランス接続に使われます。また、 
XLR タイプのプラグは頑丈で信頼性の高い構造になって 
いるので、野外録音などでをまむして使用できます。 




Pin 2: Signal + or "Hot" 
Pin 3: Signal - or "Cold" 
Pin 1:Ground 


Pin 1:Ground 

Pin 3: Signal - or "Cold" 

Pin 2: Signal + or "Hot" 


フォーン端子 (TRS 、 パランス、アンバランス） 



Ring: Signal - or "Cold" 
Tip: Signal + or "Hot" 
Sleeve: Ground 


Tip: Signal + or "Hot" 
Sleeve: Ground 


RCA ピン端子 




HS シ U - ズは、バランス接続でをアンバランス接続で 
も対応できるように1/4インチのフォーン端子を備えて 
います。 

このフォーン端モを使ってバランス接続する場合は、 

TRS フォーンプラグびついているバランスケーブルびお 
要です。 TRS フォーンプラグは、標準ステレオフォーン 
プラグと基本のに同じです。 " TRS " とは、 Tip , Ring , 
Sleeve の頭文字をおしています。 

このフォーン端子を使ってアンバランス接続ずる場合 
は、標準モノフォーンプラグを使用しまず。ただし、 

RCA ピンタイプの出力端モしか備わってない機器や楽器 
をフォーン端モに接続したい場合は、 RCA ピンプラグか 
らフォーンプラグに変換するアダプターを使ラか、片方 
に RCA ピンプラグとちラ片方にフォーンプラグび付いて 
いるケーブルを使ラと簡単に接続できまず。 
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HS シリーズのスピーカーは、電子キーボードやほかの 
電子楽器にち直接接続でさまず。 
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スピーカーの設置 


モニター環境を構築するとさ、スピーカーの設置は最 
ち重要なポイントの1つですび、モニター環境を改善する 
には費用や時間びかかってしまラと請めびちです。特に、 
ルさいスタジオでスピーカーを設置するとさ、大をな障 
害物びあるとやっかいです。スピーカーを設置するス 
ペースび十分にあるなら問題ありませんび、スペースび 
限られている場合は、より良いバフォーマンスを引さ出 
すためにちょっとした計測と調節で震くほど改善される 
でしよラ。ステレオでを已.1サラウンドのモニター環境で 
ち基本は同じです。 

i 部屋の壁やコーナーからの距離： 


正確な再生音を得るために、スピーカーを部屋の壁や 
特にコーナーから離して設置してください。壁に近づけ 
過ざると、スピーカーの周波数特性び乱れてしまいます。 
最低1.已 m 壁から離すのび理想ですび、実際には、卓上か 
スピーカーのリアび壁にくっつくほど近づけてスピー 
力一を設置してしまラかをしれません。 ここで覚えてお 
さたいのは、壁や部屋のコーナーに近づけば近づくほど、 
壁からの音の反射によってスピーカーのを音び強調され 
やすくなるということです。低音び強調された場合は、 
感覚に頼るか少し周波数特性を整える ( イコライゼーシヨ 
ン)といった補正をする必要び出てくるでしよラ。 


HS 已 0 M , HS 80 M スピーカーには ROOM CONTROL 
スイツチびついているので、スピーカーのほ音び強調さ 
れるのを簡単に補正でさます。壁に近づくにつれて、 
ROOM CONTROL スィッチを‘‘0” 一 "-2" - "-4" 
にすると、自然な低音になります。ただし、スペースに 
ホネ谷びある場合は、最を近い壁から].已 mi ； (上離して設置 
することを念頭におきましよラ。 



左右は巧がに設置 


「部屋の壁やコーナーからの距離」でを説明しました 
び、スピーカーと壁の位置によってスピーカーの再生音 
は、まったくをねってさまず。]台のスピーカーの|」アを 
壁にくっつけて設置して、ちラ]台を1」ア側に障害物びな 
い所に設置したら、どラなるでしょラか？良い結果は、得 
られないでしょラ。いずれにしてを優れたミックスを作 
る環境ではありません。左とちのスピーカーからの再生 
音び異なってしまラので、バランスのいいミックスを作 
ることはほとんど不可能になります。また、正確なパン 
ニングをでさません。とにかく S キシングに本気で取り 
組むなら、できるだけ左ち巧称の場所にスピーカーを設 
置してください。スピーカーから壁までの距離を同じにす 
るために、ひもを使って測ってみましょラ。部屋の中に 
大さな障害物びあると、部屋の音響特性や左ちのノ（ラン 
スを台無しにしていまいます。また、ドアや窓の位置も 
気にかけることを大切です。いつを理想的な左ち対称の 
環境び整ラとは限りませんび、でさるだけ努力する価値 
はあります。 
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スイートスポット 


ステレオでちサラウンドのミキシングで 



も、メインフ□ントスピーカー 2台と自分 
の位置 （ U スニングポイント )3 点で正兰角 
おを作るようにします。（最も適したリス 
ニングポイントは、スイートスポットと呼 
ばれます。 ） つまり、2台のスピーカーから 
自分の位置までの距離と、2台のスピー 
カー同±の距離を同じにします。また、 

巨ぴの位置に設置した両方のスピーカー 
を自分の位置に直接向くよラに、内側に向 
けて設置してください。スピーカーの高さ 
は、最を指向性の狭い高域び良く聞こえる 
よラに、ツイーターび大体自分の耳と並ぶ 
よつ(しします。 




ステレオ出力のおすすめ設を (HS50M or HS80M x 2) 

• スピーカーの LEVEL コント □— ルは、同じレベルに設定します。 LEVEL] ント □— ルを 12 時の位置に合わせて、ノミナル入力 
"+4dB" に合わせます。 




田 


• このセットアップち法ではサブウーファーを使わないので 、 LOW CUT スイッチを "FLAT" にします。 


• MID EQ スイッチを " 一 2d 目 " に設定すると、中域びかし弱まりをかソフトなサウンドにな 0 ます。長時間のリスニングやモニタ 
U ングでも耳び疲れにくくな 0 ます。ただし、正確なモニタ U ングをする場合は 、 MD EQ スイッチを " 日 " に設定します。 


• スピーカーから最ち近い壁までの距離にしたびって R 日日 MC 日 NTR 日 L スイッチを設定します。 

• 正確なモニタ U ングのために H に H TRIM スイッチを " 日 " にします。音び明るすざる場含は、かし高域を弱めるためにこの ! "nGH 
TRIM スイッチを " 一 2 d 目 " にします。 
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サブウーファーを追加 


サブウーファーを加えるとステレオの5キシングび見違えるほど良くなります。低音び十分に聞こえないと、良質なサウ 
ンドにすることびできません。サブウーファーの優れた超ほ音再生は、ミックス全体の質を良くしまず。 

サブウーファーの位置は、メインスピーカーほど重要ではありません。なせ'なら、サブウーファーは約200 HzUTF の 
周波帯域で再生するため、指向性び広いからです。別の言いちをすると、人間の耳では、そのよラな低音のち向性を聴さ取 
ることびでさないので、理論的にはサブウーファーを部屋のどこに置いてを聞こえ方は変わりません。実際には 、リスニン 
グポイントからメインフ□ントスピーカーまでと同じ距離で、メインフ□ントスピーカーの間あたりの床にサブウーファー 
を設置することが良いでしよラ。 


ステレオ出力+サブウーファーのおすすめ設を ( HS 50 M or HS 80 M x 2, HS 10 W x 1) 


♦ HS 己 OM または HSSOM の LEVEL コント □— ルを 12 時に合わせて、ノミナル入力 "+4 dB" に合わせます。 HS10W の LEVEL 
コント日ールを HS 己 0M を使用している場合は 10 時ぐ 5 いに、 HS80M を使用している場合は 11 時ぐ日いに合わせます。必要に 
応じて HS10W の LEVEL コント □- ルを微調整します。逆に、 HS 己 0M/HS80M の出力を調整することで、相対的にサブウー 
ファー とのバランスを調整する こと もできまず。 


• HS10W の HIGH CUT 〕 ント □- ルをセンターク U ツクの位置（カツトオフ周波数約 100 Hz に相当します ) か 5 調整を始めます。 
カツトオフ周波数を後で調整することで、 HSSOM または HS80M と組み合わせたとさの周波数特性をよりスムーズにつなげます。 


• HS10W の LOW CUT スイツチを ON にしまず。好みの超ほ音になるように LOW CUT コント □— ルを調整しまず。 


♦ HS 己 0IVI/HS80IVI の LOW CUT を "FLAT" にします。 


• MID EQ スイッチを " 一 2dB" に設定ずると、中域び少し弱ま D 多少ソフトなサウンドになります。長時間のリスニングやモニタ 
1 」ングでも耳び疲れにくくな D ます。ただし、正確なモニタ IJ ングをする場合は 、 MID EQ スイッチを " 0" に設定しまず。 

♦ スピーカーか 5 最ち近い壁までの距離に合わせて ROOM CONTROL スイッチを設定しまず。 

♦ 正確なモニタ IJ ングのために H に H TRIM スイッチをで " にしまず。音び日月るずざる場合は、少し高域を弱めるためにこの H に H 
TRIM スイッチを " 一 2 016" にしまず。 


サラウンドのセツトアップ 


サラウンドで S キシングする場合は、言ラまでもなくサラウンドのモニター環境び必要になります。たとえば、巳.1サラ 
ウンドのモニター環境を作るには、「サブウーファーを追加」で説明しているステレオ+サブウーファーにセンタースピー 
力一と U アスピーカ ー2 台を加えます。 つまり、 メインフロントスピーカ ー 2 P , 

台、センタースピーカー]台、 U アスピーカ ー2 台、サブウーファー]台 
の合計6台です。" .1" とは、サブウーファーを示します。 

tU (国際電気通信連合 ： International Telecommunications 
Union ) び推奨する巳.1サラウンドのセットアップによると、「ス 
イートスポット」で説明されているようにメインフ□ントスピー 
力 一2 台と リスニングポイン 卜の3点で6ぴの正兰角あを作る 
ように設置します。リアスピーカーは、 U スニングポイントか 
らメインフ□ントスピーカーと同じ距離に設置しますび、ちの図 
のように角度は、100°と12ぴの間にします。センタース 
ピーカーは、メインフロントスピーカーの間の中間あたりに設置し 
てください。ほかのスピーカーと同じよラに U スニングポイントから 
同じ距離にするため、横一直線にならないよラにセンタースピーカーをメ 
インフ□ントスピーカーよりちょっとをろに設置します。 
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MG-series のセツトアップ例 



4 


DVD Player 


6 Channel Line 


LFE’ 


特にサラウンド制作用に設計されていない標準的な-キサー 
に接続する場合は、 HS10W を経由してメインの L/R スピー 
力一をステレオ出力に接続します。 残りのセンタースピーカー 
と U アスピーカーは、それぞれの出カチヤンネルに接続します。 


Example: MG16/6FX 


DVD 

Player 


Input Channel 


Output 

fonnector 


Speaker 

L 

与 

Chi (ST=ON, PAN ^ L) 


ST OUT (L) 

与 

L 

R 

与 

Ch2 (ST=ON, PAN ^ R) 


ST OUT (R) 

与 

R 

LS 


Ch3(GRP1-2, PAN^L) 


GROUP OUT 1(L) 


LS 

RS 

与 

Ch4 (GRP1-2, PAN ^ R) 


GROUP OUT 2(R) 


RS 

C 


Ch5 (GRP3-4, PAN ^ L) 


GROUP OUT 3 


C 

LFE 

与 

Ch6 (ST=ON, PAN^Center, 
Fader->+10 dB Boost) 


STOUT 

与 

LFE 


デジタル S キサーのセツトアップ例 


HS スピーカーをヤマ八の DM 2000、 DM 1000あるいは 
02R9 日のようなサラウンドに対応しているミキサーに接続する場 
合、それぞれのスピーカーを S キサーの専用出力端子に直接接続 
します。このセットアップは、5キサーの高度なサラウンドモニ 
タリングやベースマネージメント機能を十分にま用でをます。 
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今まで説明したことをまとめると、メインフ□ント、センター、 U アのスピーカーは、 U スニンクポイントを中むに円周 
上にすべて設置されます。 U スニングポイントから同じ距離にすべてのスピーカーを設置するために、ひをを切ったりひも 
に印を付けたりして、左のメインフロントスピーカーからちのメインフロントスピーカーまでの正確な距離を最初に測ると 
いいでしよラ。マイクスタンドなどにそのひもを取り付けて、リスニングポイントに置さます。それぞれのスピーカーまで 
の距離を測るのに、そのひもを使ってください。また、リスニングポイントからスピーカーの位置まで伸びたひもは、ス 
ピーカーの向ををミ夫めるとをにを目安になります。 
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5.1 ch サラウンドのおすすめ設を 
( HS 50 M or HS 80 M x 5, HSIOWx 1) 


—貢したモニタリングレベルを 
維持する 


♦ HS 己 0 M または HS 80 M の LEVEL コント□-ルを12時に 
合わせて、ノ 5ナル入力 "+4 d 日"に合わせます。 

HS 10 W の LEVEL コントロールを HS 己 0 M を使用して 
し'!る場合は10時*ぐ5いに、 HS 80 M を使用している場 
合は11時*ぐ日いに合わせまず。必要に応じて HS 10 W 
の LEVEL コント□—ルを微調整します。勘こ、 

HS 己 0 M / HSS 0 M の出力を調整ずることで、相対的にサ 
ブウーファーとのバランスを調整することもできまず。 

* デジタルミキサーと HS 已 0M を使用してし巧場合は、 HS10W の 
LEVEL コント□-ルを9時ぐ日いに、 HS80M を使庙している場合 
は10時ぐらいに合わせます。 


• HS 10 W の H に H CUT コント□—ルをセンターク U ック 
の位置（カットオフ周波数約100 Hz * に相当しまず）から 
調整を始めます。カットオフ周波数ををで調整すること 
で、 HS 已 0 M または HS 80 M と組み合わせたときの周波 
数特性をよ D スムーズにつなげます。 

* デジタル吉キサーを使巧している場合は、日0 Hz にします。 


♦ HS 10 W の LOW CUT スイッチを ON にします。好みの 
超低音になるように LOW CUT コント□ールを調整しま 
す。 


• HS 己 0 IWHSS 0 M の LOW CUT スイッチを " 100 Hz " 
* にしまず。 

* デジタル吉キサーを使巧している場合は、日0 Hz にします。 


• MID EQ スイッチを"一吕 dB " に設定ずると、中域び少、 
し弱まりをかソフトなサウンドにな D ます。長時間の1」ス 
ニングやモニタ U ングでち耳び疲れにくくな0ます。ただ 
し、正確なモニタ U ングをする場合は 、 MID EQ スイッ 
チを" 0" に設定します。 



♦スピーカーか6最ち近い壁までの距離に合わせて 
R 00 MC 0 NTR 0 L スイツチを設定しまず。 



•正確なモニタ1」ングのために H に H TRIM スイッチを 
"0" にします。音び明るすぎる場合は、かし高域を弱め 
るときにこのスイッチを "一2 dB " にしまず。 


最後にをラ1つ U スニングとモニタリングの違いを紹 
介します。音楽を楽しむためのリスニングでは、ソフト 
で控えめな BGM から部屋び揺れるほどの爆音でのダンス 
まで、さまざまな場面にさまざまなレベルで聞くことび 
あります。しかし、このよラな音の聞さちでは、正確な 
モニタ U ングは不可能です。なぜなら、特に低域から中 
域にかけて聞く感覚び音量によってをわってしまうので、 
一貢したレベルを維持することびでをないからでず。ち 
ちろん、音楽制作の途中で特定の問題や効果を聞さ分け 
るために、ある時点でレベルを少し上げたり下げたりず 
る必要ちあるでしょラ。また、実際には S ックスの最終 
お認としてさまざまなレベルで聴いたり、ミックスの中 
で埋ちれてしまった楽器音や効果びないか確認するため 
にレベルを最ルにしたり、最わ1氏いレベルでちボーカル 
のミックスバランスび崩れていないことを確認するため 
に、レベルををえたりすることは重要です。しかし 、 S 
キシングで良い結果を得るためには一貫したレベルでの 
モニタ U ングび不可欠ですので、レベルの変更をでさる 
だけ最ル限に巧えましょう。 

では、モニタ U ングに適切なレベルとはどのくらいで 
しょラか？標準のモニタ U ングレベルの仕様*びあります 
び、ほとんどのルさなスタジオにとっての適切なレベル 
は、何はともあれ自分びが也よいかどうかでず。微妙な 
ニュアンスの違いを見過ごすことびないよラに十分な音 
量でモニターする必、要びありまずび、あまりラるさすざ 
ると、耳び疲れたり近所迷惑になったりするのでを意し 
てください。モニタ U ングの途中で音量を上げている場 
合は、耳び疲れ始めて音を聞く感覚び麻瘦している兆候 
です。音量を上げ過ざるのは明らかに音楽にもちにち悪 
影響です。すばらしい音楽を制作するために、自分に 
とつて快適なレべ J レや作業環境を見つけ出しましよラ。 


SMPTE RP 200基準のモニタ1」ングレベルは、1」スニングポイントで 
日3 dB SPL (RMS 平均)でず。映画制作巧のミキシングの場合は、 
Dolby のサラウンド基準モニタ1」ングレベルで8已 d 日 SPL になりまず。 
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リアパネル 


HS80M 、 HS50M 


HS80M 


MID EQ 




々 


が Hz グ p..... 

-----^/lOOHz - 


POWER 

ON 


々 



O POWER スイッチ 

この機器の電源を日 N / 日 FF するスイッチです。このスイッチ 
を日 N にすると、フ□ントパネルの音叉マークが点灯します。 

〇 LEVEL コントロール 

全体の音量を調整します。 

〇 INPUT 1 /2端子 

XLR タイプとフオーンタイプのバランス型入力端子です。 

O XLR タイプとフオーンタイプの端子を同時に使用することはでき 
ません。どち5か一方の端子だけをご使用ください。 

〇 MID EQ スイッチ 

中域のレベルを調整します。" 0" にするとフラットな特性に 
なります。 "+2 d 巨"にすると 2 d 目ブースト、 "一2 d 目"に 
すると 2 d 目カットします。（中む周波数は、2 kHz です。） 

〇 ROOM CONTROL スイッチ 

壁や天井、床などの音の反射による低域の特性を補正します。 
"0" にするとフラットな特性になります。"一2 d 目"にする 
と己日日 Hz 料下を2 d 目カット、 "一4 d 巨"にすると4 d 目 
カットします。 


〇 HIGH TRIM スイッチ 

高域のレベルを調整します。 

HS 己 0M の場を：" 0" にするとフラットな特性になります。 

"+2 d 目"にすると3 kHz 故上を2 dB プー 
スト、 "一2 dB " にすると 2 d 目カットし 
ます。 

HS80M の場を：" 0" にするとフラットな特性になります。 

"+2 d 目"にすると2 kHz 故上を2 dB プー 
スト、 "一2 dB " にすると 2 d 目カットし 
ます。 

〇 LOW CUT スイッチ 

低域の信号をカットします。 "8 日 Hz " にすると、8日 Hz 政 
下をカット、 "10 日 Hz " にすると、 ] 日日 Hz じ(下をカットし 
ます。 

〇 AC IN 端子 

付属の電源コードを接続します。まずこの機器と電源コード 
を接続し、次に電源プラグをコンセントに差し込みます。 
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o POWER スイッチ 

この機器の電源を日 N / 日 FF するスイッチです。このスイッチ 
を日 N にすると、フ□ントパネルの音ちマークが点灯します。 

〇 INPUT L/R 端子 

XLR タイプとフオーンタイプのバランス型入力端子です。 

L/R の2系統の信号を同時に入力できます。 L/R の2系統の信 
号を同時に入力した場合は、内部でミックスされます。 

O XLR タイプとフオーンタイプの端子を同時に使用ずることはでを 
ません。どちらか一方の端子だけをご使用ください。 


〇 EXT SUB OUT 端子 

XLR タイプのバランス型出力端子です。 INPUT L/R 端テに入 
力された S ックス信号を出力します。サブウー八一ををラー 
台接続したいとさに、この EXT SUB 日 UT 端テを使います。 

凹面3 LOW 仁 UT スイッチ/コントロールと H に H 巳 UT コント□-ルは、 
EXT SUB OUT 端子から出力される信号に影響しません。 

〇 OUTPUT L/R 端子 

XLR タイプのバランス型出力端子です。 INPUT L/R 端子に入 
力された信号を、それぞれ日 UTPUTL/R 端子から出力しま 
す。 L 日 W CUT スイッチを日 N にすると、低域がカットされま 
す。 L 日 W CUT コント□ールを使って、カットオフ周波数を 
80 Hz から12日 Hz の範囲で設定できます。 


〇 LOW CUT スイッチ 

LOW CUT スイッチを日 N にすると、日 UTPUTil テか6出力 
される信号の低域をカットします。 LOW CUT コント□ール 
を使って、カットオフ周波数を8日 Hz から12日 Hz の範囲で 
設定でさます。 

〇 LOW CUT コントロール 

LOW CUT スイッチが日 N の状態で、カットオフ周波数を80 
Hz か 6] 2日 Hz の範囲で設定できます。 

〇 HIGH CUT コント□—ル 

この機器から出力される音の高域カットオフ周波数を8日 Hz 
か6 ] 2日 Hz の範囲で設定でさます。 

〇 LEVEL コント□—ル 

この機器の音量を調整します。 

〇 PHASE スイッチ 

この機器から出力される音の位相を切り替えるスイッチです。 
通常は " NORM ." で使用します。ただし、組み合わせるス 
ピーカーや設置場所によっては、 " REV ." にすると低域再生 
が良好になる場をがあります。試聴して適切な低域再生にな 
る方を選んでください。 

⑩ AC IN 端子 

付属の電源コードを接続します。まずこの機器と電源コード 
を接続し、次に電源プラグをコンセントに差し込みます。 
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サービスにごいて 


♦保証書 

この商品には保証書がついています。販売店でお渡ししています 
か5、ご住所-お名前-お買上げ年月曰-販売店名など所定事項 
の記入および記載内容をおたしかめの上、大切に保管してくださ 
い。 

保証書は当社がお客様に保証期間内の無償サービスをお約束する 
もので、この商品の保証期間はお買上げ曰より ] 年です。 

保証期間内の転居や、ご贈答用に購入された場をなどで、記載事 
項の変更び必要なとさは、事前-事樓を問わずお買上げ販売おか 
お客様ご相談窓□、またはヤマ八電気音響製品ヴービス拠点へご 
連絡ください。継続してサービスできるように手配いたします。 

•損害に巧する責任 

この商品(搭載プ□グラムを含む)の使巧または使用不能によ0、 
お客様に生じた損害(事業利益の損失、事業の中断、事業情報の損 
失、その他の特別損失や逸失利益)については、当社は一切その責 
任を負わないわのとします。また、如何なる場合でを、当社び負 
担する損害賠償額は、お客様びお支払になったこの商品の代価相 
当額をわって、その上限とします。 

•調整•故障の修理 

「故障かな？」と思われる症状のときは、この説明書をもラー度よ 
くお読みになり、電源-接続-操作などをおたしかめください。 
それでわなお改善されないとさには、お買上げ販売店へご連絡く 
ださい。調整-修理いたしまず。 

調整-修理に隙しては保証書をご用意ください。保証規定により、 
調整•修理サービスをいたします。また、故障した製品をお持ち 
いただくか、サービスにお伺いするのかち保証書に書かれていま 
す。 

修理ヴービスは保証期間び過ぎた後も弓 I き続さおこなわれ、その 
ための補修用性能部品び用意されています。性能部品とは製品の 
機能を維持するために不可欠な部品のことをいい、 PA 製品では 
その最低保有期間は製造巧切後8年です。この期間は経済産業省 
の指導によるものです。 

• お客様ご相談窓 □ 

ヤマ八 PA 製品に関するご質問-ご相談はお客様ご相談窓□へ、 
アフターサービスについてのお問含わせはヤマ八電気音響製品 
サービス拠点へおよせください。 


■営業窓 □ 

国内楽器営業本部 LM 営業部企画推進室 
〒 ] 日 8-8 日日8東京都港区高輪 2-17-1 1 
TEL 03-已488-已430 

PA ■ DMI 事業部 MP 推進部マーケティンググループ 
干 430-8650 浜松市中沢町1 0-1 
TEL 〇已 3-4 目 0-2432 

* 名称、住所、電話ま号、 URL などは蜜更になる攝含びあります。 


ヤマ八プ□オーディオウェブサイト 
http :// proaudio . yamaha . co . jp / 

ヤマノ V マニュアルライブラリー 
http :// www . yamaha . co . jp / manual / iapan / 


■ヤマ/ \電気音響製品ヴービス拠点 

(修理受付および修理品お持込み窓口） 

♦修理のご依頼/修理についてのご相談窓 □ 

ヤマ A 電気音響製品修理受付センター 

受付時間 

月曜日〜金曜日目:日〇〜1日:日0、 

±曜日白:0日〜17:30 

(祝祭曰および弊社休業曰を除 <) 

謹富益置) 査50570 -012-808 

Sfl ' YlSC ® お電話•公を重話占、5は、巿內ち話料金でご利用いただけます。 

※一般電話-公衆電話か5は、市内通話料金でご利用いただけます。 

FAX (053)463-1 127 

修理品お持込み窓口 

受付時間月曜曰〜金曜曰目:0日〜17:4曰 
(祝祭曰および蝶社休業曰を除く） 

※お電話は、電気音響製品修理受付センターでお受けします。 

北海道サービスステーション 

〒日色 4-8 已43 

札幌市中央区南1日条西] T 目 1- 日日ヤマ八センター巧 
FAX (011) 己に-目1日白 

首都圍サービスセンター 

干 143-000 目東京都大田区平和島 2 T 目 1-1 
京浜トラックターミナル内] 4号棟 A - 已 F 
FAX (03) 已7目 2-2] 2曰 

浜 松ヴービスステーション 

干43日-0日]目お松市和田町200 
ヤマ八(株)和田工場内 
FAX (0 已 3)4 色 2-9244 

を古屋 サービスセンター 

干4曰 4-0 日日8名ち匡市中 j II 区玉 j II 町 2 T 目 1-2 
ヤマ八(株)名ち屋倉庫 3 F 
FAX (0 已 2)6 曰2-日043 

大阪 サービスセンター 

〒己色4-日日日2吹田市広芝町1日-28才ーク江坂ビルディング 3 F 
FAX (0 日)目330-己已3己 

九州 ヴー ビス ステーション 

干 812-8 巳08福岡市博多区博を駅前 2 T 目1 1-4 
FAX (0 白 2)472-2] 37 

* 名称、住所、電話番号などは蜜更になる場ちびあります。 


♦お客様ご相談窓□: 

ヤマパプ□オーディオ製品に対ずるお問合せ窓口 

ヤマ八-プ□オーディオ-インフォメーションセンター 
TEL 03-已7白]-7己78 FAX 03-已 488-6 巨色3 
(電話受付=祝祭曰を除 < 月〜金/11:0日〜1日:日 0) 
ONLINE support : http :// proaudio . yamaha . co . jp / 
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222 (8-3/4") 



m 

就 Dimensions 


HS50M 


HS80M 


Specifications 


332 (13-1/16 "し 


业111111 u 


250 (9-13/16") 



Model 

HS50M 

HS80M 

HS10W 

General Specifications 

Type 

Biamp 2 -way Powered speaker 

Biamp 2 -way Powered speaker 

Powered Subwoofer 

Crossover Frequency 

3 kHz 

2 kHz 

- 

Overall Frequency 

Response 

55 Hz —20 kHz {-10 dB } 

42 Hz —20 kHz (-10 dB ) 

30 Hz —180 Hz (-10 dB ) 

Dimensions (W x H x D ) 

165 X 268 X 222 mm 
(6-1/2 x 10-9/16 x 8-3/4") 

250 X 390 X 332 mm 
(9-13/16 x 15-3/8 x 13-1/1 目"） 

300 X 350 X 386 mm 
(11-13/16 X 13-3/4 X 15-3/16") 

Weight 

5.8 kg 

11.3 kg 

12.5 kg 

Speaker Components 

Speaker Components 

LF :5" cone 

(Magnetic shielding Type ) 

LF :8" cone 

(Magnetic shielding Type ) 

8 "cone 

HF : 0.7511 Dome 
{Magnetic shielding Type ) 

HF : r Dome 
(Magnetic shielding Type ) 

Enclosure 

Type 

Bass-reflex Type 

Bass-reflex Type 

Bass-reflex Type 

Material 

MDF 

MDF 

MDF 

Amp. Unit 

Output Power 

Total : 70 W (dynamic power ) 

(LF : 45 W , 4 ohms ) 

{ HF :25 W , 8 ohms ) 

Total : 120 W(dynamic power ) 

(LF : 75 W , 4 ohms ) 

(HF :45 W , 8 ohms ) 

150 W 4 ohms (dynamic power ) 

Input Sensitivity / 

Impedance 

-10 dBu /10 k ohms 

-10 dBu /10 k ohms 

-10 dBu /10 k ohms 

Output Sensitivity / 
Impedance 

- 

- 

-10 dBu /600 ohms 

Input Connectors ( par 旦 llel ) 

1 : XLR -3-31 type ( balanced ) 

2 : PHONE ( balanced ) 

1: XLR -3-31 type ( balanced ) 

2 : PHONE ( balanced ) 

1: XLR -3-31 type ( balanced ) 

2 : PHONE ( balanced ) 

Output Connectors 

- 

- 

1: XLR -3-32 type ( balanced ) x 1 (EXT SUB ) 

2 : XLR -3-32 type ( balanced ) x 2 ( L & R ) 

Controls 

LEVEL control (+4 dB/center click ) 
LOW CUT switch 
( FLAT /80/100 Hz ,12 dB / octave ) 

EQ : MID {+/- 2 dBat 2 kHz ) 

: hnGH (+/-2 dBatHF ) 

: ROOM CONTROL 
(0/-2/-4 dB under 500 Hz ) 

LEVEL control {+4 dB/center click ) 

LOW CUT switch 

( FLAT /80/1 OOHz ,12 dB / octave ) 

EQ : MID (+/- 2 dB at 2 kHz ) 

: H に H (+/- 2 dB at HF ) 

: ROOM CONTROL 
(0/-2/-4 dB under 500 Hz ) 

LEVEL control 

PHASE switch : NORM ./ REV . 

H に H CUT control : 80-120 Hz 
{center click ) 

LOW CUT control : 80-120 Hz 
{center click ) 

LOW CUT switch : ON/OFF 

Indie 旦 tor 

Power ON : White LED 

Power ON : White LED 

Power ON : White LED 

Power Consumption 

45 W 

60 W 

70 W 
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For details of products, please contact your nearest Yamaha representative or the authorized distributor listed below. 


I _NORTH AMERICA 

CANADA 

Yamaha Canada Music Ltd. 

135 Milner Avenue, Scarborough, Ontario, 

MIS 3R1. Canada 
Tel: 416-298-1311 

U.S.A. 

Yamaha Corporation of America 

6600 Orangethorpe Ave.. Buena Park, Calif. 90620, 
U.S.A. 

Tel: 714-522-9011 


r CENTRAL & SOUTH AMERICA | 

MEX に O 

Yamaha de Mexico S.A. de C.V. 

Calz. Javier Rojo Gomez #1149, 

Col. Guadalupe del Moral 
C.P. 09300, Mexico, D.F.，Mexico 
Tel: 55-5804-0600 

BRAZIL 

Yamaha Musical do Brasil Ltda. 

Av. Reboucas 2636-Pinheiros CEP: 05402-400 
Sao Paulo-SR Brasil 
Tel: 011-3085-1377 

ARGENTINA 

Yamaha Music Latin America, S.A. 

Sucursal de Argentina 

Viamonte 1145 Piso2-B 1053, 

Buenos Aires, Argentina 
Tel; 1-4371-7021 

PANAMA AND OTHER LATIN 
AMERICAN COUNTRIES/ 

CARIBBEAN COUNTRIES 

Yamaha Music Latin America, S.A. 

Torre Banco General, Piso 7, Urbanizacion Marbella, 
Calle 47 y Aquilino de la Guardia, 

Ciudad de Panama, Panama 
Tel: +507-269-5311 


I_EUROPE 

THE UNITED KINGDOM 

Yamaha-Kemble Music (U.K.) Ltd. 

Sherbourne Drive, Tilbrook, Milton Keynes, 
MK7 8BL, England 
Tel: 01908-366700 

GERMANY 

Yamaha Music Central Europe GmbH 

SiemensstraBe 22-34, 25462 Rellingen, Germany 
Tel; 04101 -3030 

SWITZERLAND/LIECHTENSTEIN 
Yamaha Music Central Europe GmbH, 
Branch Switzerland 

Seefeldstrasse 94, 8008 Zurich, Switzerland 
Tel: 01-383 3990 

AUSTRIA 

Yamaha Music Central Europe GmbH, 
Branch Austria 

Schleiergasse 20, A-1 100 Wien, Austria 
Tel: 01-60203900 


CZECH REPUBLIC/SLOVAKIA/ 
HUNGARY/SLOVENIA 
Yamaha Music Central Europe GmbH, 

Branch Austria, CEE Department 

Schleiergasse 20, A-1 100 Wien, Austria 
Tel: 01-602039025 

POLAND 

Yamaha Music Central Europe GmbH 
Sp.z. 0.0. Oddzial w Polsce 

ul.17 Stycznia 56, PL-02-146 Warszawa, Poland 
Tel: 022-868-07-57 

THE NETHERLANDS/ 
BELGIUM/LUXEMBOURG 
Yamaha Music Central Europe GmbH, 

Branch Benelux 

Clarissenhof 5-b, 4133 AB Vianen, The Netherlands 
Tel: 0347-358 040 

FRANCE 

Yamaha Musique France 

BP 70-77312 Marne-la-Vallee Cedex 2, France 
Tel: 01-64-61-4000 

ITALY 

Yamaha Musica Italia S.P.A. 

Combo Division 

Viale Italia 88, 20020 Lainate (Milano), Italy 
Tel: 02-935-771 

SPAIN/PORTUGAL 

Yamaha-Hazen Musica, S.A. 

Ctra. de la Coruna km.17, 200, 28230 
Las Rozas (Madrid), Spain 
Tel: 91-639-8888 

SWEDEN 

Yamaha Scandinavia AB 

J. A. Wettergrens Gata 1 
Box 30053 

S-400 43 Goteborg, Sweden 
Tel: 03189 34 00 

DENMARK 

YS Copenhagen Liaison Office 

Generatorvej 6A 
DK-2730 Herlev, Denmark 
Tel: 44 92 49 00 

NORWAY 

Norsk filial av Yamaha Scandinavia AB 

Grini N ぁ ringspark 1 
N-1345 0steras, Norway 
Tel: 67 16 77 70 

OTHER EUROPEAN COUNTRIES 

Yamaha Music Central Europe GmbH 

SiemensstraBe 22-34, 25462 Rellingen, Germany 
Tel:+49-4101-3030 


AFRICA 

Yamaha Corporation, 

Asia-Pacific Music Marketing Group 

Nakazawa-cho 10-1, Hamamatsu. Japan 430-8650 
Tel:+81-53-460-2313 


I_MIDDLE EAST 

TURKEY/CYPRUS 

Yamaha Music Central Europe GmbH 

SiemensstraBe 22-34, 25462 Rellingen, Germany 
Tel: 04101 -3030 


OTHER COUNTRIES 

Yamaha Music Gulf FZE 

L 臣 21-128 Jebel Ali Freezone 
P.O.Box 17328, Dubai, U.A.E. 

Tel:+971-4-881-5868 

I ASIA 

THE PEOPLE’S REPUBLIC OF CHINA 

Yamaha Music & Electronics (China) Co.,Ltd. 

25/F., United Plaza, 1468 Nanjing Road (West), 
Jingan, Shanghai, China 
Tel: 021-6247-2211 

INDONESIA 

PT. Yamaha Music Indonesia (Distributor) 

PT. Nusantik 

Gedung Yamaha Music Center, Jalan lend. Gatot 
Subroto Kav. 4, Jakarta 12930, Indonesia 
Tel: 21-520-2577 

KOREA 

Yamaha Music Korea Ltd. 

Tong-Yang Securities Bldg.16F 23-8 Yoido-dong, 
Youngdungpo-ku, Seoul, Korea 
Tel: 02-3770-0660 

MALAYSIA 

Yamaha Music Malaysia, Sdn., Bhd. 

Lot 8, Jalan Perbandaran, 47301 Kelana Jaya, 
Petaling Jaya, Selangor, Malaysia 
Tel: 3-78030900 

SINGAPORE 

Yamaha Music Asia Pte., Ltd. 

#03-11 A-Z Building 

140 Paya Lebor Road, Singapore 409015 

Tel: 747-4374 

TAIWAN 

Yamaha KHS Music Co., Ltd. 

3F, #6, Sec.2, Nan Jing E. Rd. Taipei. 

Taiwan 104, R.O.C. 

Tel: 02-2511-8688 

THAILAND 

Siam Music Yamaha Co., Ltd. 

891/1 Siam Motors Building, 15-16 floor 
Rama 1 road, Wangmai, Pathumwan 
Bangkok 10330, Thailand 
Tel: 02-215-2626 

OTHER ASIAN COUNTRIES 

Yamaha Corporation, 

Asia-Pacific Music Marketing Group 

Nakazawa-cho 10-1, Hamamatsu, Japan 43 日 -8650 
Tel:+81-53-460-2317 


I _OCEANIA 

AUSTRALIA 

Yamaha Music Australia Pty. Ltd. 

Level1, 99 Queensbridge Street, Soutnbank, 
Victoria 3006, Australia 
Tel: 3-9693-5111 

COUNTRIES AND TRUST 
TERRITORIES IN PACIFIC OCEAN 

Yamaha Corporation, 

Asia-Pacific Music Marketing Group 

Nakazawa-cho 10-1, Hamamatsu, Japan 430-8650 
Tel:+81-53-460-2313 


HEAD OFFICEYamaha Corporation, Pro Audio & Digital Musical 
Instrument Division 

Nakazawa-cho 10-1, Hamamatsu, Japan 430-8650 
Tel: +81-53-460-2441 
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Yamaha Pro Audio global web site 
http://www.yamahaproaudio.com/ 
Yamaha Manual Library 
http://www.yamaha.co.jp/manual/ 
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